
（別添１） 

活動量算定方法に関する資料 

 

① ドローンによる空中写真撮影 

同海域のアマモ場は図１の通り。これは 2023 年 6月 8 日に国土中部地方整備局清水港湾事務所がドロ

ーンで撮影した同海域の空撮画像で、DJI 社製 Mavic2 を使用し高度約 100m から撮影した画像を合成した

もの。 

この空中画像により、砂泥底域に着生したアマモの分布範囲を確認した。 

 

② 被度を考慮した面積の把握 

ドローンからの空撮で確認できたアマモ場について、干潮時に陸上から被度調査を行い、被度２以上

が確認されたアマモ場の範囲を設定し、撮影した画像の座標を元に地形図と重ね合わせることにより

面積を算定した。手順は以下のとおり。 

 ・６月８日撮影の空中写真により、アマモ場の分布範囲を確認した。 

・同日の干潮時に陸上からの枠取調査を実施し、約 50cm の枠取りによりアマモ場の被度調査を行った。 

・被度調査結果をもとに、被度 2「点生」（被度 5-25％）以上を有するアマモ場を面積算定の対象とした。 

・目視により被度が確認できなかった範囲は被度不明のため面積算定から除外した。 

・空撮画像に記録された座標を元に CAD 上で地形図に重ね合わせ、被度を満たしたアマモ場が確実に選

定範囲内に含みつつ、面積算定が容易となるように大凡の範囲を設定した。 

・コアマモ場分布域の面積（被度考慮前）は、久々生海岸 0.22ha 及び相良新庄海岸 0.23ha の合わせて

約 0.5ha と算定した。 

・被度を考慮した面積は、久々生海岸 0.14ha 及び相良新庄海岸 0.14ha の合わせて約 0.3ha と算定した。 

 

 

③  被度の把握方法 

 

 
 

陸上から、約 50cm の枠取り調査を実施し、分布するアマモの被度を把握した。 

汀線から陸側に向かって海底面の露出が増えて被度が低下する傾向が見られたが、空中写真で緑色に

見える箇所は被度４程度であること確認できた。汀線付近には打ち上げられた浮遊ごみの堆積が見ら

れたが、浮遊ごみの下にも付近と同程度の植生が確認された。なお、汀線付近であっても一部海底面が

露出している箇所が見られた。 

  

 

 



 

図１ 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久々生海岸の被度（50cm 枠取り）分布状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

相良新庄海岸の被度（50cm 枠取り）分布状況 

 

 



 



【参考：面積算定の妥当性】 

 CAD ソフト上の面積算出の妥当性を、寸法線から算出したものと比較し、妥当性を確認

した。 

 



 


